
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

い
の
ち
輝
く
世
の
中
で
あ
り
た
い

四
季
の
節
目
、生
け
花
か
ら
学
ぶ
多
様
な
教
え

第期
第５回

　理事会を開催
新　宗　連

令

和

６
年
度

　

事
業
大
綱
案
を
承
認


月

日
に
関
東
大
震
災

年
慰
霊
式
典

旧
統
一
協
会
に
対
す
る
解
散
命
令
請
求

日
宗
連
が
声
明
を
発
表
　


月

日

声
明
文「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
を

振
り
返
っ
て
」を
外
務
省
に
手
交


月

日
　
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

東京都慰霊堂

パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
情
勢
―

憂
慮
し
平
和
を
願
う
声
明
と
祈
り

「
宗
教
２
世
」「
信
仰
心
を

広
め
よ
う
」考
え
る
学
習
会

＜
２
面
＞
　
新
宗
連
青
年
会
中
部
連
盟「
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
」、

同
九
州
連
盟
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
　

㏌
　

佐
賀
」

＜
３
面
＞
　
加
盟
教
団
「
秋
の
大
祭
―
各
地
で
執
り
行
う
」

＜
４
面
＞
　
日
本
宗
教
学
会
「
第

回
学
術
大
会
」
、
「
第

回
奈
良
県
宗

教
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
（
次
号
発
行
は

月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
秋
風
揺
ら
ぎ
心
踊
る
季
節
、
今

年
は
異
常
気
象
で
世
界
中
が
天
変

地
変
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
神
仏
の
お
し
ら
せ
な
の
で
し
ょ

う
か
。
日
本
の
四
季
は
な
く
な
る

の
か
。
二
季
に
な
る
の
か
な
。
と

い
う
声
さ
え
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
日
本
の
四
季
と
言

え
ば
、昔
か
ら
人
は
、

風
土
や
季
節
の
移
ろ

い
を
五
感
で
感
じ
、

節
目
の
時
に
神
事
や
行
事
を
行

い
、
心
と
身
体
を
整
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
豊
か
な
時
間
を
持

ち
、
折
々
の
季
節
に
咲
く
花
を
飾

り
、人
を
も
て
な
し
て
き
ま
し
た
。

　
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
取

る
こ
と
が
難
し
い
時
で
す
が
、
昔

か
ら
の
日
本
の
習
わ
し
も
、
大
切

に
受
け
継
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　
四
季
折
々
の
節
目
に
花
を
飾
る

と
言
え
ば
、
私
が
通
う
生
け
花
教

室
で
、
男
女
の
小
学
生
が
楽
し
そ

う
に
、お
花
を
生
け
て
い
ま
し
た
。

世
の
中
は
少
子
化
と
い
う
の
に
、

い
つ
も
よ
り
沢
山
の
子
ど
も
が
、

来
て
い
ま
し
た
。

　
生
け
花
は
、
目
の
前
に
あ
る
花

や
木
の
個
性
を
見
極
め
、
そ
の
花

が
い
か
に
美
し
く
生
き
生
き
と
輝

き
を
出
せ
る
か
、
美
の
法
則
を
伝

書
か
ら
選
び
出
し
、
作
品
に
し
て

ゆ
き
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
お
手
本
を
見
な
が

ら
、
そ
れ
な
り
の
形
に
な
っ
て
ゆ

く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
花
の
生
け
方
は
、
一
輪

一
輪
の
花
の
顔
を
し
っ
か
り
見
定

め
ま
す
。
花
は
太
陽
に
向
か
っ
て

伸
び
ま
す
の
で
、
花
の
顔
を
上
に

向
け
る
と
美
し
く
い
け
る
こ
と
が

で
き
、
活
力
が
で
ま
す
。

　
生
け
花
の
魅
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
花
の
個
性
を
引
き
出
し
、
見
る

人
々
の
心
を
和
ま
せ
、
ぬ
く
も
り

に
も
感
謝
し
、
そ
の
花
の
命
の
移

ろ
い
も
感
じ
命
の
大
切
さ
も
学
び

ま
す
。

　
時
代
と
共
に
風
習
は
移
り
、
趣

向
は
変
化
し
ま
す
が
、
教
え
の
中

に
「
神
仏
に
よ
ら
ず
一
人
の
心
に

よ
り
て
　
賢
き
智
恵
の
悟
り
よ
う

に
あ
る
」と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
も
、

時
代
に
合
わ
せ
て
楽

し
み
た
い
も
の
で

す
。

　
多
様
化
す
る
今
、
一
人
ひ
と
り

の
良
さ
を
見
つ
け
、
相
手
が
こ
の

世
で
生
を
受
け
た
限
り
、
そ
の
人

の
個
性
を
よ
り
よ
く
伸
ば
し
輝
け

る
社
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
相
手
を
生
か
し
生
か
さ
れ
あ
え

る
い
の
ち
輝
く
世
の
中
で
あ
り
た

い
と
花
を
生
け
な
が
ら
思
っ
て
お

り
ま
す
。

（
深
田
惠
子
・
円
応
教
恵
主
）

第１１４３号

２０２３年（令和５年）

１０月３１日

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
は

月

日
午
後
１
時
半
か

ら
、東
京
・
代
々
木
の
新
宗
連
会
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
る「
第

期
第
５
回
理
事
会
」

を
開
催
し
た
。
令
和
６
年
度
事
業
大
綱
案
な
ど
を
承
認
、
ま
た
今
年
が
関
東
大
震
災
１
０
０

年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
東
京
大
空
襲

年
と
併
せ
、

月

日
に
東
京
都
墨
田
区
の
東
京
都

慰
霊
堂
（
『
栞
』
参
照
）
で
犠
牲
者
慰
霊
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

声明文の手交―写真左から牛尾理事、戸松理
事長、高村政務官、國富理事、安研究員、矢萩特
別会員（写真提供／ＷＣＲＰ日本委員会）

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
催
さ
れ
た
理
事
会

　東京都慰霊堂は（大正）年
９月１日に発生した、関東大震災に

よる遭難死者（約，人）の遺骨を納めるための慰
霊堂として、当時の東京市内で最も被害の大きかった
陸軍被服廠跡に、震災７年後の（昭和５）年に震
災遭難者の霊を供養し、東京を復興させた大事業を記

念するため、建立された。その後、（昭和）年
３月の東京大空襲などによる殉難者の遺骨も合わせ
て、現在は約，体の遺骨が安置されている。毎
年９月１日をはじめ、慰霊・追悼の行事が催される。
慰霊堂が建つ横網町公園内には震災及び戦災の遺品や
記録を展示する復興記念館や追悼碑などがある。

　

月

日
、
文
部
科
学
省
か

ら
東
京
地
裁
に
世
界
平
和
統
一

家
庭
連
合
（
旧
統
一
協
会
＝
弊

紙
、
略
称
表
記
）
に
対
す
る
解

散
命
令
請
求
が
申
し
立
て
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本
宗
教

連
盟
　（
日
宗
連
、　
田
中
恆
清
理

事
長
）　
は
同
日
、
同
連
盟
名
で

声
明
を
発
表
し
た
。

　
声
明
で
は
今
後
、
司
法
の
場

で
の
解
散
命
令
の
可
否
を
巡
る

審
理
を
注
意
深
く
見
守
っ
て
い

く
と
し
て
、
昨
年
９
月
１
日
に

理
事
長
談
話
を
発
表
し
て
い
る

こ
と
に
ふ
れ
、
　「
今
回
の
問
題

を
通
し
て
よ
り
一
層
、
適
正
な

宗
教
法
人
運
営
と
、
宗
教
の
本

質
的
な
役
割
の
重
要
性
を
再
確

認
し
、
仮
に
も
不
適
正
な
事
案

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
加
盟
団
体
に
適
宜
周
知
を

は
か
っ
て
参
る
」
と
述
べ
た
。

　
理
事
会
は
開
会
に
あ
た
り
、

深
田
充
啓
名
誉
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、
石
倉
寿
一
理

事
長
を
議
長
に
議
事
に
入
っ

た
。
審
議
事
項
で
は
、
企
画
委

員
長
の
田
澤
清
喜
理
事
が
令
和

６
年
度
事
業
大
綱
案
を
説
明
。

審
議
の
後
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　
事
業
大
綱
の
「
活
動
方
針
」

で
は
、
新
宗
連
が
教
え
や
信
条

の
違
い
を
越
え
、
共
に
手
を
携

え
て
、
人
類
福
祉
の
増
進
と
世

界
平
和
を
目
指
し
て

祈
り
と
行
動
を
続
け

て
き
た
こ
と
、
ま
た

戦
争
や
紛
争
、
近
年

多
発
す
る
自
然
災

害
、
感
染
症
等
、
人

々
の
不
安
が
絶
え
な

い
社
会
の
中
で
、

「
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
い
、
光
明
を
示

し
て
い
く
宗
教
の
役

割
が
希
求
さ
れ
て
い

る
」
と
記
し
た
。

　
そ
し
て
新
宗
連
の

４
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
信
教
の
自
由
を
守

ろ
う
・
信
仰
心
を
広

め
よ
う
・
宗
教
協
力

を
進
め
よ
う
・
世
界

の
平
和
に
貢
献
し
よ

う
）
の
実
現
を
目
指

し
て
『
定
款
』
に
掲

げ
る
「
目
的
」「
事

業
」を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
事
業
大
綱
で
は
、
活
動
方
針

と
４
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
５
項
目
の
「
重

点
課
題
」
を
掲
げ
た
。

　
ま
た
、
石
倉
理
事
長
か
ら
、

「
関
東
大
震
災
１
０
０
年
・
東

京
大
空
襲

年
犠
牲
者
慰
霊
式

典
開
催
概
要
」（
案
）
に
つ
い

て
提
案
が
あ
っ
た
。
今
年
、
関

東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、東
京
大
空
襲


年
と
併
せ
て
、
あ
ら
た
め
て

犠
牲
者
に
慰
霊
と
鎮
魂
の
誠
を

捧
げ
る
と
共
に
東
京
大
空
襲
の

犠
牲
者
を
追
悼
・
慰
霊
し
、
今

を
生
き
る
人
々
が
大
震
災
、
大

空
襲
に
よ
る
記
憶
と
教
訓
を
学

び
、
風
化
を
防
ぎ
、
防
災
と
非

戦
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
―
と

の
趣
旨
。

　

月

日
午
後
１
時
か
ら
、

東
京
都
墨
田
区
の
東
京
都
慰
霊

堂
で
の
式
典
、
慰
霊
堂
の
あ
る

横
網
町
公
園
内
の
復
興
記
念
館

の
見
学
な
ど
を
実
施
す
る
も

の
。
審
議
を
経
て
、
原
案
通
り

承
認
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
審
議
事
項
で
は
、

新
宗
連
の
行
事
や
会
議
の
際
に

読
み
上
げ
る
、
絶
対
非
戦
・
世

界
平
和
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
犠
牲
者
哀
悼
と
終
息

祈
念
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ

「
祈
り
の
こ
と
ば
」（
令
和
３

年
１
月
改
訂
）
に
つ
い
て
、
い

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
終
息
に
至
っ
て
い
な
い

た
め
、
こ
れ
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
承
認
。
さ
ら
に
令
和
６

年
度
の
主
な
会
議
・
行
事
予
定
、

規
程
・
内
規
等
の
整
備
に
つ
い

て
も
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
報
告
事
項
で
は
新
宗
連
本
部

並
び
に
委
員
会
・
機
関
、
新
日

本
宗
教
青
年
会
連
盟
（
新
宗
連

青
年
会
）
、
総
支
部
・
協
議
会

等
の
活
動
状
況
の
報
告
が
各
担

当
者
か
ら
行
わ
れ
た
。

　
理
事
会
の
議
事
終
了
後
に

は
、
「
宗
教
２
世
」
問
題
と
新

宗
連
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
信
仰
心
を

広
め
よ
う
」
に
つ
い
て
考
え
る

学
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
企
画
委
員
会
の
田

澤
清
喜
委
員
長
が
、
学
習
会
に

至
る
経
緯
を
説
明
。
講
師
の
上

越
教
育
大
学
の
塚
田
穂
高
准
教

授
が
、「
『
宗
教
２
世
』
問
題

を
／
か
ら
考
え
る
―
―
信
仰
継

承
・
宗
教
的
多
元
化
・
宗
教
リ

テ
ラ
シ
ー
」
の
テ
ー
マ
の
も
と

講
演
し
た
。

　
塚
田
氏
は
「
宗
教
２
世
」
問

題
の
他
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
宗

教
的
多
元
化
の
状
況
に
触
れ
、

「
今
後
、
文
化
・
宗
教
的
背
景

の
多
様
化
と
、
宗
教
文
化
教
育

の
実
践
に
よ
っ
て
、
外
国
人
に

限
ら
な
い
特
定
の
信
仰
を
持
つ

人
々
と
の
理
解
・
共
生
も
進

む
」、「
新
宗
連
が
信
仰
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
と
連
帯
す
る
こ
と
は

『
信
仰
心
を
広
め
よ
う
』
の
新

た
な
展
開
に
も
な
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
（
戸
松

義
晴
理
事
長
）
は

月

日
午

後
４
時
半
、
戸
松
義
晴
理
事
長

ら
代
表
者
５
人

が
東
京
都
千
代

田
区
の
外
務
省

を
訪
れ
、
高
村

正
大
外
務
大
臣

政
務
官
と
会
談

し
、
声
明
文

「
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
を
振
り

返
っ
て
」
を
手

渡
し
た
。

　
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日

本
委
員
会
は
今

年
５
月
に
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト

が
行
わ
れ
る
こ

と
を
受
け
て
、
同
月

日
に
広

島
市
で
「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
、

「
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
宗

教
者
提
言
～『
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
』

が
導
く
持
続
可
能
な
平
和
を
め

ざ
し
て
」
と
題
す
る
提
言
書
を

採
択
。
提
言
書
は
、
同
サ
ミ
ッ

ト
参
加
国
の
指
導
者
に
「
ヒ
ロ

シ
マ
の
心
」
の
具
現
を
求
め
て

お
り
、
同
月

日
に
は
岸
田
文

雄
首
相
に
も
手
渡
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
同
サ
ミ
ッ
ト
が
終

了
し
、
「
核
軍
縮
に
関
す
る
Ｇ

７
首
脳
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
発

表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
宗
教
者
の

視
点
か
ら
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る

成
果
や
課
題
を
ま
と
め
た
声
明

文
を
９
月

日
に
発
表
。
声
明

文
で
は
「
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
広

島
で
開
催
さ
れ
、
７
カ
国
首
脳

が
原
爆
慰
霊
碑
で
祈
り
を
捧

げ
、
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
、

被
爆
者
の
方
々
と
対
話
を
実
現

し
た
こ
と
は
、
歴
史
的
に
意
義

深
い
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
評
価

し
た
一
方
、
発
表
さ
れ
た
Ｇ
７

首
脳
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
で
「
核
兵

器
廃
絶
へ
の
意
志
が
全
く
見
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
核
抑
止
論
を
正

当
化
し
、
核
兵
器
保
有
の
維
持

を
被
爆
地
で
認
め
て
し
ま
っ

た
」
こ
と
な
ど
に
対
し
、
遺
憾

の
意
を
表
し
た
。

　

日
の
会
談
で
は
冒
頭
、
戸

松
理
事
長
か
ら
高
村
外
務
大
臣

政
務
官
へ
声
明
文
を
手
渡
し

た
。
高
村
外
務
大
臣
政
務
官
は

感
謝
の
意
を
示
し
、
「
声
明
文

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
会
談
で
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ
い

て
も
話
題
に
あ
が
っ
た
。
昨
年

９
月
に
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

と
同
国
際
委
員
会
が
東
京
で
開

催
し
た
「
『
戦
争
を
超
え
、
和

解
へ
』諸
宗
教
平
和
円
卓
会
議
」

第
１
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
に

つ
い
て
、
海
外
の
出
席
者
の
日

本
入
国
な
ど
で
外
務
省
か
ら
便

宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
と
戸

松
理
事
長
ら
が
謝
意
を
表
し

た
。

　
そ
し
て
「
『
戦
争
を
超
え
、

和
解
へ
』
諸
宗
教
平
和
円
卓
会

議
」
第
２
回
東
京
平
和
円
卓
会

議
の
開
催
が
来
年
２
月
に
決
定

し
た
こ
と
を
伝
え
、
外
務
省
に

対
し
て
再
度
の
協
力
要
請
を
行

っ
た
。

　
外
務
省
を
訪
問
し
た
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
員
会
の
代
表
は
以

下
。
戸
松
義
晴
理
事
長
、
國
富

敬
二
理
事
、
牛
尾
淳
理
事
、
矢

萩
新
一
特
別
会
員
、
安
勝
熙
・

平
和
研
究
所
研
究
員
。

　

月
７
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
の
ガ
ザ
地
区
の
イ
ス
ラ
ム

組
織
・
ハ
マ
ス
が
、
イ
ス
ラ
エ

ル
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
て
以

降
、
ガ
ザ
地
区
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
双
方
で
死
者
８
４
０
０
人

（

月

日
時
点
）
を
超
え
る

戦
闘
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
、

国
内
外
の
宗
教
界
か
ら
深
い
憂

慮
と
平
和
を
願
う
声
明
の
発
表

や
、
祈
り
の
呼
び
掛
け
が
相
次

い
で
い
る
。

　
新
宗
連
は

月

日
、
石
倉

寿
一
理
事
長
名
で
「
パ
レ
ス
チ

ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
巡
る
情
勢

に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発

表
。
犠
牲
者
に
哀
悼
の
誠
を
表

し
、
１
日
も
早
い
事
態
終
息
を

祈
念
。
そ
し
て
「
私
た
ち
は
、

宗
教
者
と
し
て
、
争
い
の
根
底

に
あ
る
人
々
の
心
の
奥
底
に
も

目
を
向
け
て
、
対
立
や
不
信
の

関
係
に
あ
る
人
々
が
怨
み
の
連

鎖
を
断
ち
切
り
、
対
話
や
協
調

に
よ
っ
て
平
和
的
に
解
決
さ
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
今
な
お
苦

難
の
状
況
に
あ
る
人
々
に
一
日

も
早
く
安
寧
の
日
々
が
訪
れ
る

よ
う
祈
り
続
け
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
た
。

　
世
界
宗
教
者
国
際
会
議（Re

ligion for Peace/W
CRP

）
国

際
委
員
会
は

月

日
に
「
イ

ス
ラ
エ
ル
―
ハ
マ
ス
の
紛
争
に

対
す
るReligion for Peace

声

明
」
を
発
表
。
今
回
の
悲
劇
的

な
出
来
事
に
対
し
て
、
「
私
た

ち
の
沈
痛
な
思
い
と
祈
り
を
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
す
べ
て
の
方

々
、
特
に
、
愛
す
る
人
を
亡
く

さ
れ
た
方
々
や
今
も
捕
ら
わ
れ

て
い
る
方
々
に
捧
げ
ま
す
」
と

述
べ
、
エ
ル
サ
レ
ム
が
イ
ス
ラ

エ
ル
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
と

っ
て
の
故
郷
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ

教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー

ム
の
３
宗
教
に
と
っ
て
聖
地
で

あ
る
こ
と
を
示
し
、
平
和
の
た

め
に
政
治
的
勇
気
と
誠
実
な
諸

宗
教
協
力
の
両
方
が
不
可
欠
で

あ
る
と
見
解
を
表
明
。

　
そ
し
て
暴
力
の
完
全
な
停
止

と
、
民
間
人
の
人
質
の
開
放
に

向
け
即
時
行
動
を
求
め
、
ガ
ザ

地
区
に
食
料
を
運
ぶ
人
道
的
回

廊
の
創
設
を
求
め
る
国
連
世
界

食
糧
計
画
と
協
調
す
る
こ
と
を

述
べ
た
。

　
立
正
佼
成
会
（
庭
野
日
鑛
会

長
）
は

月

日
、
「
イ
ス
ラ

エ
ル
・
ハ
マ
ス
の
紛
争
に
関
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
表
。
中

学
生
が
保
護
者
と
一
緒
に
紛
争

や
迫
害
な
ど
で
傷
つ
い
た
世
界

の
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願

い
、
布
製
の
袋
に
文
房
具
や
お

も
ち
ゃ
な
ど
を
詰
め
て
送
る

「
ゆ
め
ポ
ッ
ケ
」
を

年
に
わ

た
り
活
動
し
、
ガ
ザ
地
区
の
子

ど
も
た
ち
と
も
交
流
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
を
は
じ

め
と
す
る
青
年
た
ち
の
対
話
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
説

明
。
「
あ
の
青
年
や
子
ど
も
た

ち
が
今
、
紛
争
下
で
命
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思

う
と
、
悲
し
み
で
胸
が
張
り
裂

け
る
よ
う
で
す
。
一
日
も
早
く

暴
力
の
連
鎖
が
止
む
こ
と
、
そ

し
て
人
々
の
心
と
暮
ら
し
に
平

穏
が
訪
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
対

話
・
協
力
を
通
じ
て
平
和
を
築

く
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　
新
宗
連
加
盟
教
団
の
妙
智
會

教
団
と
善
隣
教
、
玉
光
神
社
な

ど
が
教
団
行
事
の
中
で
、
今
回

の
情
勢
を
憂
い
、
平
和
を
願
う

教
団
代
表
の
思
い
が
示
さ
れ
た

（
２
・
３
面
参
照
）
。




